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新庁舎のはなし⑬新庁舎のはなし⑬
７０９・０５９３ ７０９・０６１３問新庁舎建設課辺辺 返

 東
京
都
介
護
支
援
専
門
員
の

実
務
研
修
受
講
試
験

対
受
験
地
が
東
京
都
で
あ
り
、
対

象
と
な
る
資
格
及
び
業
務
で
一
定

の
実
務
経
験
を
満
た
す
方

※
詳
細
は
受
験
要
項
を
ご
確
認
下

さ
い
。

日
　
月
　
日
（
日
）

１０

２３

申
７
月
　
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

１３

に
簡
易
書
留
郵
送
で
東
京
都
福
祉

保
健
財
団
へ
。

※
受
験
要
項
は
７
月
　
日
ま
で
介

１３

護
保
険
課
（
健
康
福
祉
会
館
分

館
）、
高
齢
者
福
祉
課
（
市
役
所

本
庁
舎
２
階
）
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

※
受
験
要
項
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
３
９
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角

２
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
、
東
京
都
福
祉
保
健
財
団
ケ
ア

マ
ネ
試
験
担
当
（
〒
　
―
０
８
２

１６２

３
、
新
宿
区
神
楽
河
岸
１
―
１
、

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
　
階
）
ま
た

１４

は
町
田
市
介
護
保
険
課
（
〒
　
―
１９４

０
０
１
３
、
原
町
田
５
―
８
―

　
）
へ
請
求
し
て
下
さ
い
。

２４問
介
護
保
険
課
辺辺
７
２
１
・
３
１

１
０
返
７
２
１
・
０
９
１
３

　受
け
付
け
ま
す

障
が
い
児
就
学
相
談

　
町
田
市
障
が
い
児
就
学
相
談
委

員
会
に
よ
る
相
談
会
（
９
月
～
　１１

月
に
実
施
予
定
）
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

　
都
合
の
よ
い
時
間
帯
に
直
接
会

場
へ
お
い
で
下
さ
い
。
い
ず
れ
の

日
も
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
電
話

で
指
導
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

対
２
０
１
２
年
４
月
に
小
学
校
へ

就
学
す
る
、
何
ら
か
の
障
が
い
や

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方

日
７
月
　
日
（
水
）、　
日
（
水
）、

１３

２０

　
日
（
金
）、　
日
（
金
）、
８
月

２２

２９

１
日
（
月
）、
２
日
（
火
）、
８
日

（
月
）、
９
日
（
火
）、
い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
　
時
　
分
、
午
後
１

１１

３０

時
　
分
～
４
時

３０
場
市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
会
議

室※
母
子
手
帳
・
愛
の
手
帳
・
身
体

障
害
者
手
帳
の
あ
る
方
は
お
持
ち

下
さ
い
。
保
護
者
の
方
の
み
で
も

受
け
付
け
で
き
ま
す
。

【
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
】

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
７
月
４
日
（
月
）
午
前
　
時
か

１０

ら場
市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
会
議

室

◇

　
中
学
校
進
学
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
在
学
の
小
学
校
を
通
じ
て
受

け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
私
立
小
学

校
等
に
在
学
し
、
都
立
特
別
支
援

学
校
ま
た
は
町
田
市
立
中
学
校
の

特
別
支
援
学
級
へ
進
学
を
お
考
え

の
方
は
、
指
導
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

問
指
導
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
８
０

児
童
育
成
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
へ現

況
届
の
提
出
を

　
現
在
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
等

を
対
象
と
し
た
児
童
育
成
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
に
、
現
況
届
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、
６
月
分
（
　
月
振
込
予
定
）

１０

か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

提
出
現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
６
月
　
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

３０

に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
子
ど
も
総

務
課
（
〒
　
―
８
５
２
０
、
中
町

１９４

１
―
　
―
　
）
へ
。

２０

２３

※
現
況
届
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
子
ど
も
総
務
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

※
各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
受
付

は
行
い
ま
せ
ん
。

※
添
付
書
類
の
提
出
が
必
要
な
場

合
は
、
現
況
届
の
右
上
に
提
出
書

類
の
記
載
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確

認
下
さ
い
。

問
子
ど
も
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
３
返
７
２
４
・
１
１
８
９

町
田
市
就
労
・
住
宅
相
談
事
業
～

離
職
し
た
方
の

家
賃
を
支
給
し
ま
す

　
主
な
要
件
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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幕
末
に
千
人
同
心
だ
っ
た
小
山

村
の
小
嶋
隆
蔵
が
、
長
州
征
伐
に

従
軍
し
た
際
に
記
し
た
日
記
で

す
。
小
山
ま
ほ
ろ
ば
会
の
協
力
に

よ
り
、
今
回
、
８
冊
に
わ
た
る
日

記
の
う
ち
２
冊
分
を
翻
刻
・
刊
行

し
ま
し
た
。

販
売
場
所
自
由
民
権
資
料
館
、
生

涯
学
習
課
、
市
政
情
報
課

価
格
８
０
０
円

問
自
由
民
権
資
料
館
辺辺
７
３
４
・

４
５
０
８
返
７
３
４
・
４
５
４
６

小嶋隆蔵

「御進発御供日記」一

販売しています

にっきご しん ぱつ お とも

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

【
町
田
市
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
相

談
窓
口
】

　
現
在
使
用
中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
で
、
引
き
続
き
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
の

設
置
方
法
の
実
演
や
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
者
等
が
提
供
す
る
、

２
０
１
５
年
３
月
末
ま
で
チ
ュ
ー

ナ
ー
が
な
く
て
も
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
」
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
公
的
支
援
制

度
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
、
デ
ー
タ
放

送
、
リ
モ
コ
ン
操
作
、
Ｂ
Ｓ
受
信

等
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す

る
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

時
間
午
前
　
時
～
午
後
６
時
（
水

１０

・
土
曜
日
を
除
く
）

場
ぽ
っ
ぽ
町
田
１
階
（
原
町
田
）

問
辺辺
７
３
９
・
６
０
０
８

【
地
デ
ジ
受
信
の
無
料
訪
問
診

断
】
　
希
望
に
よ
り
、
ご
自
宅
へ
訪
問

し
て
、
各
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た

具
体
的
な
対
策
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

申
所
定
の
無
料
訪
問
申
込
ハ
ガ
キ

（
市
民
相
談
室
、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
、
ぽ
っ
ぽ
町
田
等
で
配
布
）、

ま
た
は
電
話
で
総
務
省
デ
ジ
サ
ポ

東
京
西
へ
。

【
ア
ン
テ
ナ
受
信
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
】

　
町
内
会
・
自
治
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
等
の
グ
ル
ー
プ
単
位
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
希
望
す
る
場
所
に
出

向
き
、
ア
ン
テ
ナ
に
よ
る
地
デ
ジ

受
信
の
実
演
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。

申
グ
ル
ー
プ
名
・
代
表
者
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
日
時
・
開
催
場

所
を
明
記
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
総
務
省
デ
ジ
サ
ポ
東
京
西

へ
。

◇

問
総
務
省
デ
ジ
サ
ポ
東
京
西
（
〒

　
―
０
０
２
２
、
森
野
１
―
　
―

１９４

２２

　
、
小
田
急
シ
テ
ィ
ビ
ル
町
田
７

１４階
、
辺辺
７
１
６
・
２
５
２
５
返
７

２
８
・
０
６
１
０
、
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）、

町
田
市
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

０
４
返
７
２
４
・
１
１
７
３

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
ま
で
あ
と
１
か
月

お
済
み
で
す
か

お
済
み
で
す
か

お
済
み
で
す
か

お
済
み
で
す
か

地
デ
ジ
の

準
備
は

内
単
身
世
帯
は
月
額
５
万
３
７
０

０
円
、
複
数
世
帯
は
月
額
６
万
９

８
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
上
限
と
し

て
家
賃
を
支
給

※
支
給
期
間
は
６
か
月
間
を
限
度

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
規
定
の
就

職
活
動
を
誠
実
に
継
続
し
、
支
給

要
件
に
該
当
し
て
い
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
、
さ
ら
に
３
か
月
を

限
度
に
延
長
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

問
生
活
援
護
課
就
労
・
住
宅
相
談

担
当
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎
１

階
）
辺辺
７
２
９
・
７
６
７
０

町
田
市
立
中
学
校
来
年
度
使
用
の

教
科
用
図
書
展
示
会

　
次
の
日
程
で
、
採
択
の
候
補
と

な
る
教
科
用
図
書
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
正
午
～
午
後
１
時
に
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
７
月
６
日
（
水
）
ま
で
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時

場
教
育
セ
ン
タ
ー
２
階
資
料
室
・

展
示
室
（
土
・
日
曜
日
休
館
）、

市
役
所
森
野
分
庁
舎
１
階
第
三
会

議
室
（
水
・
土
曜
日
休
館
）

【
教
育
委
員
会
定
例
会
・
臨
時
会

を
開
催
し
ま
す
】

　
教
科
用
図
書
採
択
に
係
る
教
育

委
員
会
定
例
会
・
臨
時
会
を
８
月

　
日
（
金
）、　

日
（
水
）
に
行

１２

２４

い
ま
す
（
定
員
有
り
）。
詳
細
は

本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
教
科
用
図
書
展
示
会
に
つ
い
て

＝
指
導
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
５

４
、
教
育
セ
ン
タ
ー
辺辺
７
９
３
・

２
４
８
１
、
教
育
委
員
会
定
例
会

・
臨
時
会
に
つ
い
て
＝
教
育
総
務

課
辺辺
７
２
４
・
２
１
７
２

　６月は１年で最も昼間の時間が長い月です。現
場では太陽光パネルや小型風力発電機を設置し、
事務所の電力に使用していますが、今後見込まれ
る電力不足に対処するためにも、日が暮れる前に
効率的に工事を進めたいところです。
　工事は、低層棟の鉄骨が組み上がり、現在は高

層棟の内装工事、外装工事を並行して行っていま
す。地下１階では主に建具取り付け工事を行い、
地上階では主に各階の窓枠やガラスの取り付け工
事を行っています。
　地上階の外装工事が進めば、いよいよ本格的な
内装工事が始まります。

効率的な工事で電力不足に対応

　市では施工者（鹿島建設株式会社）と締結した
協定に基づき、入札の際に受けた提案項目の実施
状況について、随時確認を行っています。今回は
昨年度の報告（２０１１年３月末現在）をお知らせし
ます。
主な提案内容
　市内業者の活用、工事状況の市民への公開、市
内建設業者の育成など
履行状況
　全体工事からみた工事出来高率は約４０％で、提
案項目の約半数が実施済みとなりました。特に市

内業者への発注は目標金額の約９０％が既に契約済
みとなっています。また、市内の小学生向けの現
場見学会、市内の建設業者向けの建設業経営フォ
ーラム・災害防止協議会を開催しました。

※新庁舎での業務開始は２０１２年７月の予定です。
工事の現況や「町田市庁舎新築工事協定書」は、
町田市ホームページ（市政情報→新庁舎計画）、ま
たは町田市庁舎新築工事事務所ホームページ
（http://www.machidashincyousha-kensetsu
.com/）をご覧下さい。

施工者提案項目の約半数が実施済み

希
望
す
る
町
内
会
・
自
治
会
を
通
し
て
の
戸
別
配
布
・
回
覧

町
田
の
夏
を
健
康
に
、
快
適
に
過
ご
す
た
め
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

地
域
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家賃支給の対象になるための主な要件
・２００７年１０月１日以後に離職したこと
・離職前に自らの労働により賃金を得て、主と
して世帯の生計を維持していた者等であるこ
と

・就労能力及び常用就職の意欲があり、公共職
業安定所に求職の申し込みを行うこと、また
は現に行っていること

・住宅を喪失していること、または喪失するお
それがあること

・申請日の属する月における、申請者及び申請

者と生計を一つにしている同居親族の収入額
の合計が、①単身世帯は８万４０００円と家賃額
（上限は５万３７００円）を合算した金額未満、②
２人世帯は１７万２０００円以下、③３人以上の世
帯は１７万２０００円と家賃額（上限は６万９８００円）
を合算した金額未満であること
・申請者及び申請者と生計を一つにしている同
居親族の預貯金額の合計が、①単身世帯は５０
万円以下、②複数世帯は１００万円以下であるこ
と

地
下
１
階
建
具
取
り
付

け
工
事
の
様
子

地
上
階
窓
枠
取
り
付
け

工
事
の
様
子

２
０
１
１
年
５
月
末
新

庁
舎
全
景


